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表1　供試豚の性質
1　は　じ　め　に

一般に斉一な体重の豚を出荷することは，商品価値を高

めるために重要な事項である。しかし，養豚農家では体重

測定器の準備がなく，更に体重測定に労力を要するために

実施されていない例が多い。実際には，飼育日数，飼料消

費量とか目見当で出荷豚を選定する場合が多い。

これらの解決策として．巻尺を用い胸囲を測定して枝肉

重量を推定する方法を検討した。今回は去勢豚及び雌豚に

ついての検討結果を報告する。

2　調　査　方　法

日）調査時期：昭和59年6月から10月にかけて実施した。

（2）調査場所：若手畜産流通センター屠場及び大船渡市

営屠場の2か所で行なった。

（81調査頭数：総頭数155頑（895頑，960頭）の一般

養豚農家の肉豚を供試した。

（4）調査項目：り　前日搬入された肉豚の胸囲測定

2）枝肉重畳は両屠場における計量値を

用い，枝肉格付は日本食肉格付協会

職員による結果を使用した。

3I　枝肉格付は極上l＝1，線上2＝2，

上1＝3以下……並＝12として数値

化し用いた。

項 目 性 例 数 範　　　　 囲 平 均 値 標 準 偏 差

胸 囲

（Cが）

8 8 7 9 1 ．0 ′、ノ 11 5 ．0 1 0 4 ．1 4 ．1

9 6 0 9 3 ．0 ′、ノ1 1 2 ．0 1 0 2．7 3 ．6

全 体 1 4 7 9 1 ．0 ～ 11 5．0 1 0 3 ．6 4 ．0

技 量

（匂 ）

8 8 7 4 9 ．5 ′） 7 7 ．0 6 5．5 5．9

9 6 0 5 2 ．5 ～　 7 6．0 6 4 ．2 4 ．8

全 体 1 4 7 4 9 ．5 ′） 7 7．0 6 5 ．0 5．5

格 付

8 8 7 3 ～ 1 2 6 ．4 3． 2 ．8 6

9 6 0 3 ′－ 1 1 6 ．2 3 2 ．6 1

全 体 1 4 7 3 ′〉 1 2 6 ．3 5 2 ．7 6

注．格付の数値は極上1＝1，極上2＝2，上l＝3・・・
…並＝12とした。

義之　測定項目の租開関係

性 胸 囲 ：枝 肉 格 付 ：枝 垂 格 付 ：胸 囲

8 0．8 2 6 】け － 0．54 4 坤 － 0．3 3 0 榊

9 0．7 3 5 日 － 0．5 17 日 － 0．46 6 榊

全 体 0．7 9 9 日 － 0．5 2　＊■ － 0．3 6 9 ●＊

轟3　胸囲による枝垂の推定式

性 推　　　　　 定　　　　　 式

8 9 ＝ －56．34 十 1．170 X

？ 9 ＝ －35．29 ＋ 0．968 X

全　 体 9 ＝ －48．64 ＋ 1．0 97 X

3　調　査　結　果

日）供試豚の性質

供試豚は表1に示したように．去勢豚87頭，雌豚60頑の

計147頑で，①胸囲においては去勢豚が1．4甜長く，全体

平均では103．6±4．0mであった。⑧枝肉重量では去勢豚

が1．3匂重く，全体平均では65．0±5．5句であった。⑧枝

肉格付は数値化したもので比較すれば0．2去勢豚が高く，

全体平均では6．35±2．76と示され，枝肉重量はやや小さ

目で，上物率もやや低い性質の材料であった。

（2）豚園と枝肉重量及び枝肉重量と枝肉格付の関係

1）胸囲と枝肉重量

表2のとおり極めて高い相関が得られたが，去勢豚が枝

肉重量が大きかったためと思料せられる。

しかし，雌豚においても0．735榊と高く，全休で0．799綿

であった。また．このことから胸囲による枝肉重量の推定
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図日　胸囲と枝肉重量の関係
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式を求めてみれば，表3のとおり性別による差が少なく，

全体ではや＝－48．64＋1．097Xが得られた。

2）枝肉格付と枝肉重量

この関係では0．5以上の負の相関関係で枝肉格付のよい

ものは枝肉重量が大きいことを示している。

すなわち，今回の枝肉重量は．全掛こやや小さ目である

ことから落ち物の大半が重量による影響があったものと考

えられる。したがって，胸囲と枝肉格付の関係も同様の傾

向がみられた。

31推定式の適合度

胸囲による枝肉重量の推定式の適合度を検討したものを

表4に示した。

去勢豚，雌豚について，それぞれ実測値と推定値の誤差

5％以内，5～10％内，10％以上の3段階においてみると，

5％以内では去勢豚70．1％，雌豚71．7％，全体では72．8％

となり，性別よりも全体の方が値が高く，したがって，性

表4　推定式の適合度

誤　 差 8 の推定式 ？の推定式 全体の推定式

5 ％以内 6 1頑　 70．1％ 43頭　 71．7 ％ 107頑 72．8 ％

5 ～10 ％ 22　　 25．3 14　　 23．3 33　 22．4

10 ％以上 4　　　 4．6 3　　 5．0 7　　 4．8

平 均 値 4．1 ± 3．5 3．8 ± 3．2 4．1 ± 3．4

別に関係なく推定してもよいの思われる。

4　　ま　　と　　め

以上．胸囲から枝肉重量を推定する方法の成果を要約す

ると次のどとくである。

日）胸囲から枝肉重量を推定するために得られた推定式

は信頼性が高かった。

（2）その推定式は性別ごとにも十分活用できるが，性別

に関係なく．や＝一48．64＋1，097Xにおいて推定しうる

ことが示された。

181調査豚のうち，「上」以上に格付されたものについ

て，この推定式から胸囲を求めてみると（枝肉重量は紬．5

±4．1句である），その胸囲は101～108ぐれの範囲にあっ

た。

（4）したがって，これらの範囲の胸囲に遷した豚を選定

することで．より枝肉重量の均一な豚を揃えることが可能

であると推定される。

今後卜豚肉の品質改善への取組みの課題は大きいが，こ

の調査結果は最小限，肉豚の枝肉重量を揃えるための省力

的な技術として評価されよう。

なお，枝肉の格付を決定する要因は枝肉重量だけでなく，

飼育管理や遺伝的素質によって支配されている枝肉の質な

どが強く関与することを付記する。
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